
○令和６年度森林環境保全基金事業　一覧

金額単位：千円、（　）内はR５年度予算額、《　》内はR５年度繰越分でR６予算の外数かつ（　）の内数

国補 基金

《 354,721 》《 168,627 》《 186,094 》

347,328 112,229 235,099

( 435,328 ) ( 184,662 ) ( 250,666 )

《 30,533 》《 11,435 》《 19,098 》

38,746 14,693 24,053

( 40,217 ) ( 13,347 ) ( 26,870 )

24,301 12,627 11,674

( 23,322 ) ( 12,169 ) ( 11,153 )

《 385,254 》《 180,062 》《 205,192 》

410,375 139,549 270,826

( 498,867 ) ( 210,178 ) ( 288,689 )

25,000 - 25,000

( 25,000 ) ( - ) ( 25,000 )

25,000 - 25,000

( 25,000 ) ( - ) ( 25,000 )

備　　　考

未利用材活用促進事
業費補助金

（林業振興課）

荒廃森林再生事業　　                      【522ha《533ha》】
○荒廃した民有林の間伐を進め、針葉樹と広葉樹の混じり合った森林に再生
　・荒廃森林を解消するための間伐
　・間伐区域内の急傾斜地等で伐倒木を林内に放置することが適当でない箇所での伐倒木の集積
　・間伐区域内の残存木を獣害から保護（剥皮防止工）
　・間伐を実施するために必要な森林作業道開設、既設作業道等補修
　・森林所有者の確認・把握、事前準備のための荒廃林の調査、所有者との現地踏査、測量など
　　事業実施に向けた取り組み作業

里山再生事業　　　　             　　　  【100ha《78ha》】
○長期間放置され低木類や竹・つるの繁茂により荒廃した里山林を再生
　・里山林の再生を目的とした不用木の除去
　・野生鳥獣対策や里山景観の向上を図るための除伐木の林内集積
　・里山林に侵入した竹等の除去
　・荒廃した里山林の解消のため、森林に編入が可能な耕作放棄地の絞り込み調査
　・森林所有者の確認・把握、事前準備のための荒廃林の調査、所有者との現地踏査、測量など
　　事業実施に向けた取り組み作業

施策

多
様
な
公
益
的
機
能
の
維
持
・
増
進
を
図
る
森
づ
く
り

予算額事 業 名
（ 担 当 課 ）

事 業 内 容

広葉樹の森づくり推進事業　　        【5ha】
○広葉樹の植栽により水源かん養や生物多様性などの公益的機能を増進
　・広葉樹苗木の植栽・保育
　・苗木の食害防止を図るための植栽木の保護（食害防止工）
　・森林所有者の確認・把握、事前準備のための荒廃林の調査、所有者との現地踏査、測量など
　　事業実施に向けた取り組み作業

小　　　　　　　　　　計

木
材
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

利
用
促
進

○森林内に残されている未利用材（末木枝条等）のバイオマス資源としての利用を促進するため
運搬費を助成

　  ・補助率：1,500円／m3

小　　　　　　　　　　計

森林環境保全
推進事業費

（森林整備課)

資料３



金額単位：千円、（　）内はR５年度予算額、《　》内はR５年度繰越分でR６予算の外数かつ（　）の内数

国補 基金
備　　　考施策 予算額事 業 名

（ 担 当 課 ）
事 業 内 容

3,407 - 3,407

( 3,192 ) ( - ) ( 3,192 )

592 - 592

( 584 ) ( - ) ( 584 )

611 - 611

( 611 ) ( - ) ( 611 )

4,610 - 4,610

( 4,387 ) ( - ) ( 4,387 )

《 385,254 》《 180,062 》《 205,192 》

439,985 139,549 300,436

( 528,254 ) ( 210,178 ) ( 318,076 )

社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

森林環境保全基金
運営協議会開催費
　
（森林政策課）

○森林の保全等を目的とした森林環境保全推進事業の効果の検証等に広く県民の意見を反映させ
　るため、森林環境保全基金運営協議会を設置
　　・委員８名
　　・事業効果検証モニタリング調査
      ※森林環境保全推進事業実施後の経年変化を定点観測し、事業効果の検証調査を行う。

合　　　　　　　　　　　　　　　　計

県民参加の
森林づくり
推進事業費

（森林政策課）

やまなしの森づく
り・CO２吸収認証
制度推進事業費
　
（森林整備課）

○地球温暖化防止、水源かん養など森林の持つ様々な機能を多くの県民に理解していただき、
　県民参加の森づくりを進めるため、普及啓発事業を実施

　　・「森林整備現場見学会」（11月峡南、富士･東部管内で開催）
　　　※森林環境保全基金事業（森林整備）実施箇所を数箇所見学し、事業内容等を説明

　　・森林環境税情報誌「木もれ日」の発行（２月発行予定）
　　　※森林整備の実施状況や、森林環境税を活用して活動を行っている団体等を紹介する情報
　　　　誌を発行し、県民に広く情報発信する。

小　　　　　　　　　　計

○県内で森づくり活動を行う企業、団体のCO２吸収量を認証することにより、企業、団体の
　森づくりへの参加を促進し、多様な主体による森林整備を推進
　　・CO２吸収認証評価会議の開催
　　・フォーラムの開催


